
琉球大学学術リポジトリ

バレーボールにおけるパスおよびトスの名称に関す
る文献的研究

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-08-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 浜元, 盛正, Hamamoto, Morimasa, 濱元, 盛正

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/1359URL



バレーボールにおけるパスおよび

トスの名称に関する文献的研究
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Summary

Ｔｈｉｓstudywasattemptedtoestablishframeworksandcommonrecognitiono（

passandtossofvolleyballbybibliographicalresearchon371iteratures・Theresultis

asfollowsi

lFramewarkolpass

Only91iteraturesoutof37seemtohaveclassificatoryviewpointastothevarie‐

ｔｙｏｆｐａｓｓ・Buteachliteratureadopts（orclassificationdifferentcriteｒｉａｓｕｃｈａｓ『vari・

eｔｙｏftechnique'，,directiono（pass，，Ｔｏｒｍ，ａｎｄ、movingtrackofwaist，､Mostvaria‐

tionsofpassdescribedin371iteraturescanbesystematicallyclassifiedastable8by

setting8criteria．

２FrameworkofToss

l31iteraturesoutof37seemtohaveclassificatoryviewpointastothevarietyo（

toss，ｂｕｔｉｎｔｈｅｓａｍｅｗａｙａｓｔｈｅｃａｓｅｏfpassthecriteriaadoptedforclassification

arenotunifiedThecriteriaseenare《motion,,《directionoftossVvarietyo(techni-

que,，，positionoftosser，，mdirectionoftosser'’@timingoftoss'’@speedofball，，ａｎｄｓｏ

ｏｎ,Ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｃｏｖｅｒｔｈｅｖａｒｉｅｔｙｏｆｔｏｓｓpickedoutinthisstudy,９criteriaareneeded

astable9．

Theseframeworks,iftheyareappliedtogameanalysis,willhelptocheckteam

levelsPracticaluseswillbediscussedintheIuture．

輩Phys・Educ.,ColLo(LiveralArts,Univ.o[the

Ryukyus
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ない。」と問題を提起し，バレーボールの技術

構造を明示した。

一方，バレーボールのゲームの流れを図式化

22）２４)28)３１）42)するとパスとレシーブは「変化
に応じるプレイ」，トスは「整えるプレイ」で

あるが。ともに「味方にポールを送る｣16)鋼)36）
という共通点を持っていることがわかる。

また，「バレーボール競技は，パスにはじま

りパスに終る」】O)39)40)“)「バレーボールはジ
ャンプとパスの競技である｣7)13)20)21)22)24)39
35)“)とか，さらには「バレーボールはパスとサ
ーブの競技である」17)37)41)などと多くの文献2）
5)6)7)23)2929)37)38)41)でパスの重要性が述べ
られており，最近ではパス即トスになるような

プレーが要求されるようになっている，7)9)10）
13）17)２１)23)35)36)37)39)４１）

｡

ところで，パスの名称の取扱し､についてしら

べてみると，今野．安西9)，小山．梶山10)，大
野２４}斉藤25〕豊田36〕豊田.山本４０)は，ジャ
ンプパスはオーバーハンドパスの応用として説

明しているのに対し，松平．豊田'5)，大野．小
林23)|佐々木．山川26),佐々木．山川27),豊田
38)はジヤンプパスとオーバーハンドパスを並列
して扱っており，さらには,豊田.山本42｝山
本44)は分類項目を設けて，ジャンプパスとオー
バーハンドパスを別々のカテゴリーの中で扱う

という不都合・不統一を生じている。

すなわち，バレーボールの技術用語に関する

統一は充分なされておらず，その名称の分類視

点を検討することは有意義であると思われる。

そこで，本研究はバレーボールにおけるパス

およびトスの名称に関する文献的研究により，

フレームワークを作成し，パスとトスについて

共通理解を得ることを目的として着手した。

問題と目的

バレーボールは大森兵蔵氏によって1908年，

日本に紹介されたといわれる16)17)３１）36)42）

当時のバレーボールは遊びとしてのスポーツで

あ天馳:と大…月(1,23)｢ツ
ァレーポール」（多田徳雄著）が発刊され，技

術や練習法などが紹介されたといわれる。

吉原鍋,井の中の蛙であった日本ﾁｰﾑが
東京オリンピックを境として躍進し，「先進国

が日本のバレーボール，とくに体力づくりの手

段と方法に関して多大の関心を寄せ，日本の文

献を買いあさり，模倣する始末である。」と述

べている。

文献を通して，急速に高度の技術とトレーニ

ング方法が浸透していったことを示す事象であ

る。

日本体育学会は，1981年以来「体育学学術用

語.専門用語｣選定作業を進めており注!)また，
同学会の体育方法専門分科会においても，１９８４

年から「各種目で使われている専門用語を確認

するとともに統一を計る」等を目的として「ﾎﾟ

ｰﾙｹﾞｰﾑ研究会｣の発足準備を進めている注？
この動向は，スポーツ関係用語の定義・統一

の重要性が認識されつつあることを示唆してい

る。

日本バレーボール協会は1965年｢科学技術研

究部｣7k設置し，「個人別記録表記入要項｣'8）
劫を作成したり，「日本ﾘｰｸﾞ特別記録制度？
を実施したりして，バレーボールの技術をサー

ブ，スパイク，レシーブ，サーブレシーブ，ト

ス，ブロックの６項目に分類し数量化を計って

いる。また,松平ら'q日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会指
導普及委員芸7)は｢バレーボールの技術を論じて
いる今までの多くの文献は，その技術系列をパ

ス・トス・サーブ・レシーブ・スパイク・ブロ

ッキングという６つの項目を並列してあげてい

るものが多い。」と述べ，続けて「従来の多く

のバレーボールの文献では，それらの基礎的な

技術がどのように発展的に構成されるべきであ

るかということについての研究がひじょうに少

研究方法

１．対象とした文献

今回対象とした文献は，パスおよびトスに関

して技術的な解説のある琉球大学附属図書館蔵

書７冊，筆者が蒐集した図書30冊，合計37冊で，

詳細については表１に示すとおりである。

－１２４－



浜元：バレーボールのパス・トスの名称に関する文献的研究

表１対象とした文献リスト
(発行年月順）

『医 Ｉ唾１
1.発行年月欄の↑は発行月が記録されていない文献（22.32.36）

2.備考欄の共は共著，図は琉大附属図書館蔵書をいみする

注

1２５

整理N、 発行年月 著者名 曾名 発行所 備考

１ 1959.3 豊田直平 写真と図解によるバレーボール基礎技術編 大修館書店

２ 1959」１ 笠井恵雄 バレーボール 山海堂 共

３ 1960.10 豊田直平 図解バレーボール 不昧堂書店 図

４ 1966.11 大野武治 バレーボール 学芸出版社 共

５ 1967.11 前田豊 図説バレーボール事典 講談社 共

６ 1969.6 小鹿野友平 バレーボールの指導 道和書院

７ 1969.8 豊田直平 改討増補６人制バレーボール 不昧堂轡店

８ 1969,11 豊田直平 写真と図解によるバレーボール６人制 大修館轡店 共 図

９ 1969.11 豊田直平 写真と図解による バレーボール９人制 大修館瞥店 図

1０ 19702 豊田博 スポーツＶコースバレーボール教室 大修館替店 共

1１ 197010 前 田豊 バレーボール 旺文社

1２ 1971.4 山本隆久 図解コーチバレーボール 成美堂出版

1３ 1972.4 郷守重蔵 バレーボール上達の道 成美堂出版 共

1４ 1972.6 松平康隆 バレーボール 講談社 共

1５ 1972.7 金子新一 中学生のバレーボール 不昧堂出版

1６ 1Ｗ2.11 加藤橋夫 スポーツの科学的指導Ｉバレーボール 不昧堂出版 共

1７ 1973.5 今野堅三 ママさんバレー ｶﾞﾌﾟ漣 共

1８ 1973.6 豊田博 バレーボール
ベースボール・
マガジン枡？

1９ 1Ｗ4.1 松平康隆 バレーボールのコーチング 大修館瞥店 共

2０ 1Ｗ4.6 小鹿野友平 バレーボールの指導 道和書院 共 図

2１ 1974」２ 関四郎 球技指導ハンドブック 大修館曾店 共

2２ 1974.↑ 古市英 バレーボール教室 鶴書房

2３ 1975.6 日本体育協会 スポーツ用語事典 ぎようせい

2４ 1977.8 清水光治 バレーボールの基礎教室 ご瀞`す黙
2５ 1977.9 佐々木吉茂 改訂中学校学習指導要領の展開 明治図轡 共

2６ 1Ｗ8.1 バレーボール指導教本 大修館轡店

2７ 1978.3 小山勉 写真でみるバレーボール 成美堂出版 共

2８ 1978.8 小鹿野友平 楽しくできるバレーボールの指導 日本体育社 共

2９ 1978.9 佐々木茂 改訂高等学校学習指導要領の展開 明治図曾 共

3０ 1978.11 斉藤勝 バレーボール 不昧堂出版 図

3１ 1980.5 豊田博 スポーツＶコースバレーボール入門教室 大修館瞥店 共 図

3２ 1980.↑ 大野武治 みんなのパレポール 国土社

3３ 19815 郷守重蔵 ママさんバレーボール 成美堂出版 共

3４ 1983.4 宇土正彦 図説高校スポーツ 大修館暫店

3５ 1983.4 豊田直平 バレーボールの教科指導 遊戯社 共

3６ 1983.↑ 竹之下休蔵 中学体育実技昭和58年度版 学習研究社 共

3７ 1984.6 高橋和之 バレーボールのゲームづくり 道和瞥院 図
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きる運動の外的経過｣'Dを視点として分類を試
みる。詳しくは後の項で述べたい。

２）トスについて

今回の調査の結果は，１３冊が分類視点を設け

て，トスの名称を使用しておりその内容は表３

に示すとおりである。

パスの場合と同様，オーバーハンドトスの名

称が「種類」の視点で位置づけられたり，「フ

ォーム」の視点で位置づけられたりして，不統

一や問題が生じている。

問題を解決するには，パスと同様，技術構造

についての視点')，基礎的な技術の発展的構成
に関する研究'7)の蓄積を待つことだと考える。
筆者4)は，先にトスを過程と要素によって６
つの視点を設けて分類を試みたが，今回の調査

により「フレームワーク」の見直しの必要性を

感じた。次の項で見直し点についてのくること

にする。

尚，練習方法に関する用語および現行ルール

に違反するような技術「狭みパス（トス）」は

対象としなかった。

2．資料整理の手順

1）パスやトスはどういう視点で分類されてい

るか

2）パスおよびトスの名称はどういうものがあ

るか

3）「まとめ」として，新しいフレームワーク

を検討する

結果および考察

本研究の目的は，バレーボールにおけるパス

およびトスに関する技術用語を文献から抽出し，

「直接視覚的に把握できる運動の外的経過｣'2）
を視点として，パスとトスのフレームワークを

試作することである。

2．パスやトスの名称はどういうものがあるか

１）パスについて

今回対象にした文献で記載された名称を表２

のフレームワークに挿入することは困難となる。

そこで，表２の視点を次のように整理統合，追

加し表４を作成する必要が生じる。

ア）「種類」と「フォーム」を統合し，「ポー

ルに触れる高さ」に改める。

イ）「動作」を「足・腰と地面の関係」に改め

る。

ウ）新しく「パスした人の位置」「手・腕の使

い方」「ポールの飛ぶ軌跡」「ポールの飛ぶ

距離」を追加し

合計７つの視点が設けられる。

表４作成の意義は，表２で出現したオーパー

ハンドパスは「フォーム」か「種類」かの不統

一の問題を解決できる。すなわち，「ポールに

触れる高さ」の視点に納めることができる。

しかしながら今回の文献で「オーバーハンド

のジャンプパス」とか「ジャンプのバックパス」

等のように数多く複合された名称が使われてい

ることが明らかである。その内容を表５にまと

めた。

1．パスやトスはどういう視点で分類されてい

るか

１）パスについて

今回の対象文献で分類視点を設けて，名称を

使用しているのは９冊であった。その分類内容

をまとめると表２のようになった。

表２より，オーパーハンドパスが「種類」ま

たは「フォーム」という視点で扱われているこ

とがわかる。

また，ある文献は「種類」のみで分類し,｢動

作」「パスの方向」による分類をしていないこ

ともわかった。

以上のような差異を生じたのは,荒未誌指摘
するように「それぞれの立場で技術構造の本質

やその視点，さらにはどのような法則化を主張

しているか｣が不充分なため,或は｡松平ら'６１
日本バレーボール協会指導普及委員会'7)が指摘
するように「従来の文献では，基礎的な技術が

どのように発展的に構成されるべきであるかと

いうことについての研究がひじょうに少ない」

ことが原因だと思われる。

今回は前述したように「直接視覚的に把握で

－１２６－



浜元：バレーボールのパス・トスの名称に関する文献的研究

表２パスの種類の区分視点を設けた文献と内容

－１２７－

種類 フオ_ム 動作 パスの方向 ポジション 腰の移動軌跡

５

オーバーハンド

ノｆス

ァンダーハンド
ノｆス

ｍ
・
躯

オーバーハンド

'ｆス

ァンダーハンド

ノマス

1６

オーバーハンド

ノｆス

シングルハンド
ノWス

組手パス

1８

オーパーハンド

パス

シングルハンド
ノマス

組手パス

1９

オーバーハンド

'ｆス

シングルハンド
ノｆス

組手パス

2０

伸びあがりパス
沈み込みパス
腰の平行移動パ
ス

上体反らし反動
パス

ジャンプパス

2３

オーパーハンド

パス

アンダーハンド
パス

シングルハンド
ノマス

組み手パス

2４

オーパーハンド

ノマス

ァンダーハンド
ノｆス

２．１３゜

17.32

前衛のパス
中衛のパス
後衛のパス
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表３トスの種類の区分視点を設けた文献と内容

－１２８－

トスした

プレヤー

トスさ

方 鵠|：
類

術）
動作 フォーム

腰の移動

軌跡

トサーの

身体の同

トスの

タイミング
ポ_ル

のスピード

４

オーーパーハ

ンドトス

シングルハ
ンドトス

アンダーハ

ントPトス

に:愚
，トス

クイックト

ス(Ａ･BＩＧ
、）
平行トス
時1111差トス

５

直上トス

流しトス
二段トス

1２

前衛
中・
トス

トス｜
後衛の

スタンディ

ングトス

ジャンプト
ス

鮭展’

1６
直１２トス
流しトス

二段トス

1８

オーバーハ

ンドトス

組手トス
シングルハ

ンドトス

1９

オーバーハ

ンドトス

組手トス
ワンハンド

トス

2０

|蝋:！
トス

膳の平行移
動トス
上体反らし
反動トス
ジャンプト
ス

2３

ス
ス
ス
ス
ト

ト
ロ
ト
卜
｜
ケ
シ

上
し
行
ヅ

直
流
平
パ

211

|:f崖
高く上げる
オープント

ス

速攻・平行
トス

時間差攻繋
トス |’

ネット正対
トス

パックトス

2８

直上トス

前方への卜
ス

平行トス
パックトス

流しトス

速いトス

迎いトス

3０

センターに

よるトス

センター以

外による卜
ス

3２

直上トス
オープント
ス

パックトス

二段トス
ジャンプト
ス

3５

前衛トス

中・後衛卜
ス

直上トス

流しトス

スタンディ

ングトス

ジャンプト
ス

正面へのト
ノ【

サイドトス

パックトス



浜元：バレーボールのパス・トスの名称に関する文献的研究

りの技術)｣匂と位置づけられる。
従って，「低い姿勢で」「もぐり込んで」「横

転して」「背転（後転）の」「スライディンク､」

「フライング」等「足・腰と地面の関係」の枠

組に特徴がみられる。

２－１）で取りあげた「プッシュパス」32)に
ついては，「攻撃に役立つパスのいろいろ」の

項で採りあげられた技術であり，むしろ「変化

を加えるプレイ（攻撃の技術）」で「パスアタ

ツク」型)28)3942)の＿種と考え取り扱った方が
妥当なように思われる。

表４の視点に新しく「触球の時期」を加えた。

これは，表７よりヒントを得て「１回目に使わ

れたかどうか」をチェックすることにより「個

人技術の連結については…その連結の背後にあ

る集団の理念やゲームにおける機能との係り合

い」30)を知る材料となると考えたからである。
そして「表８パスのフレームワーク」を作成

した。

２）トスについて

「バレーボールにおいては，１人のプレーヤ

ーが連続して２種類の技術の行使ができないた

め…チーム内の２人または３人による有効な連

結動作によって行なわれることが多い｣釦)。
また，トスという技術は，ゲームの流れでは

「整えるプレイ（攻撃につなげる技術）」22)28）
31)42)と位置づけられている。
一方，バレーボールはネットを境とし，ポー

ルを打ち合う競技28)31)42)であるから，「ネッ
ト際でのボールの操作」が大変重要な課題とな

る。そういう意味で，パスの場合と違って視点

に「トサーとネットの関係」の枠組が加わり，

特徴を示している。

前述したように，筆者4)は「過程と要素」で
６つの視点を設けゲームの分析を試みたが，今

回の調査で「ダイレクトトス（直トス）」3041）
を扱う視点「触球の時間」や「トサーとネット

の関係」，「手・腕の使い方」の必要性を感じ

た。いずれの視点もゲームの質的分析の材料と

して活用できるものと考えられる。ここに９つ

の視点で枠組された「表９トスのフレームワー

ーク」を作成した。

このことは，表４における「視点」の組み合

わせによる命名であり,理論的にはかなりの数

の組み合わせが可能となる。例えば，高度の技

術として，「フライングオーバーハンドパス」

が加藤ら7)によって紹介されている。
「各視点の組み合わせによる技術が可能であ

るか」については今後の課題としたい。

尚「プッシュパス｣鑓もD位置づけについては
「まとめ」で検討することにしたい。

２）トスについて

パスの場合と同様今回の文献で紹介された名

称を表３のフレームワークに納めることはむつ

かしい。

そこで‘表３の視点を次のように分離，統合

することによって表６を作成する必要が生じる。

ア）「動作」を「足・腰と地面の関係」に「フ

ォーム」を「ポールに触れる高さ」に改める。

イ）「技術･種類｣は「手・腕の使い方」と「ト

サーとネットの関係」と「ポールの飛ぶ軌

跡」に分離する。

ウ）新しく「触球の時期」を設け

残った３つの視点を加えると，９つの視点を備

えた表６が出来あがる。

今回の文献でパスの場合と同じく，「ジャン

プバックトス」のように複合された名称が使わ

れており，パスの場合よりも視点の組み合わせ

が多くなり「スタンディング・流し・バックト

ス｣25)｢ネット際．ジャンプ．シングルハンドト
ス｣36)が紹介されている。このことは，トスの
技術的課題である「ブロックの少ないとき，或

は，少ない所から攻撃させる」が多様なトスワ

ークを必要とさせると考えたい。表７で示す。

「時間差攻撃のトス」7)8)14)43)については，次
のまとめの項で検討する。

３．まとめ

１）パスについて

バレーボールの特質は，「いろいろな技術を

用いて相手が返球できないようにしたり，失敗

を誘発させたりするように返球し，得点を競う

チームゲームである。」⑫)からパスという技術
は，ゲームの流れでは「変化に応ずるプレイ軒

－１２９－



表
４
文
献
で
使
用
さ
れ
た
パ
ス
の
名
称

(
数
字
は
表
１
で
の
整
理
N
O
L
を
表
す
）

灘鼻汁繩蝉胡椛雲諸墹甑舌鍍

房⑬。

分
類

視
点

パ
ス
し
た
人
の
位
置

足
･
腰
と
地
面
の
関
係

手
・
腕
の
使
い
方

ポ
ー
ル
に
触
ｵ
L
ろ
高
さ

ポ
ー
ル
の
飛
ぶ
方
向

ポ
ー
ル
の
飛
ぶ
軌
跡

ポ
ー
ル
の
飛
ぶ
距
離

パスの名称

前
衛
の
ト
ス

2
，
３
，
５

中
衛
の
ト
ス

2
，
３
，
５

後
衛
の
ト
ス

2
,
3
,
5

横
転
パ
ス

12
,3
5

背
転
パ
ス

1
ｑ
1
1
,
1
2
3
5

も
ぐ
り
込
ん
で
C
D
パ
ス

2
０

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
パ
ス

2
，
３
，
３
５

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ス

9
，
１
２

ジ
ャ
ン
プ
パ
ス

1
,
2
,
3
,
4
,
9
,
1
0
1
1
2
,

1
4
2
q
2
L
2
a
2
Q
3
q
3
6

片
手
パ
ス

5,
10

,1
1,

14
15

1q
l8

1
9
1
2
a
2
5
2
q
2
Z
3
4

両
手
パ
ス

1
，
２
，
３
，
４
，
１
０

ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス

1
，
２
，
４
，
６
，
７
，
８
，
９

1
1
,
1
a
l
a
l
Z
2
L
2
2
I
2
3

2
4
2
q
2
a
2
Q
3
q
3
2
I
3
4

3
q
3
q
3
7

組
手
パ
ス

1
q
l
4
1
q
l
8
h
l
q
2
3
1
2
6

27
;3
１

サ
イ
ド
ハ
ン
ド
パ
ス

1
,
3

肩
口
の
パ
ス

7
，
９

オ
ー
パ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス

１ ８

T b

2
，
３
，
４
，
５
，
６
，
７

9
,
1
ｑ
1
1
,
1
2
1
3
1
4

l5
I1

ql
Z1

al
Q2

1,
22

2
a
2
4
2
q
2
6
i
2
7
1
2
a
2
9

3q
31
,3
23
31
34
35
13
6

3
７

フ
オ
ワ
ー
ド
パ
ス

1
2
3
5

サ
イ
ド
パ
ス

1
2
3
5

バ
ッ
ク
パ
ス

12
,1

42
q2

8i
35

,3
61

37

平
行
パ
ス

1
５

直
線
型
パ
ス

1
５

※
プ
ッ
シ

2
６

ニ
エ
ﾉ
ｆ
ス

シ
ョ
ー
ト
パ
ス

2
１

ロ
ン
グ
パ
ス

2
１



浜元：バレーボールのパス・トスの名称に関する文献的研究

表５文献で使用されたパスの複合名称
(数字は表１での整理NOLを表す）

1３１

整理Nｕ 複合名称

５ 組手．アンダーハンド

６ オーバーハンド．（低い姿勢背転）

７ 上手（背転・ジャンプ）

８
オーバーハンド（フオワーード・バック・ジャンプバック・背転・横転）
アンダーハンド（フォワード・スタンディング・横転・片手横転）

９ 上手・転倒。下手（組手・片手） スライディング（片手・両手）アンダーハンド・バック

1０ (前進・もぐり込んで・左右移動・左右横転・後方移動）オーバーハンド

1１ 組手・オーバーハンド

1３ オーバーハンド（片手・組手・沈み込み・後転・横転）

1４
オーパーハンド（フォワード・もぐり込み）
シングルハンド（フォワード）

組手（フォワード，左右移動，もぐり込み)，

1５ 組手・上手

1６ (組手・背転）・オーバーハンド

1７ オーバーハンド（バック・ジャンプ・ジャンプバック）

1８ オーバーハンド・ジャンプ，組手（前方移動・左右・後方）

1９ 組手（前方・左右・左右回転・後方） オーバーハンド（前方・後転・左右・バック・ジャンフフ

2１ オーバーハンド（ダプルハンド・シングルハンド） アンダーハンド（ダブルハンド，シンクルハンド）

2３ (オーパーーハンド・アンダーーハンド・シングルハンド・組手）｡（フォワード・サイド・バック）

2５ (オーバーハンド・アンダーハンド）・ロング，両手・サイドパス

2６
オーバーハンド（前方・左右・バック・ジャンプ）
ハンド・後方

組手（前方・横転・回転） シングル

2７ オーバーハンド（もぐり込・後(背)転・ジャンプ） 組手（アンダーハンド・上方組手）

3０
オーバーハンド（左右・平行・もぐり込・ジャンプ・背転）

平行）

アンダーハンド(正面・左右．

3１ オーバーハンド（バック・ジャンプ） 組手（バック・アンダーハンド）

3２ オーバーハンド（低目・左右・ジャンプ・バック）

3３ アンダーハンド（片手・両手・バック・平行） オーバーハンド（片手・両手）

3６ オーバーヘッド（組手・片手打・サイド両手打）

3７ アンダーハンド（組手・組手バック） オーバーハンド（もぐり込背転）



表
６
文
献
で
使
用
さ
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た
ト
ス
の
名
称

(
数
字
は
表
１
で
の
整
理
N
O
L
を
表
わ
す
）

副男汁惟鍵報惟巽誼燗鰯琶齢

］⑭函

分
類

視
点

触
球
の
時
期

ト
ス
し
た
人
の

位
置

ト
サ
ー
と

● ネ
ッ
卜
の
関
係
足
．
腰

と
地
面
の
関
係
手
．
腕

の
使
い
方

ボ
ー
ル

に
触
れ
る
高
さ

ボ
ー
ル
の

飛
ぶ
方
向

ボ
ー
ル
の

飛
ぶ
軌
跡

スの名称
卜

直
接
ト
ス

(
ダ
イ
レ
ク
ト
ト
ス
）

3
，
９

間
接
ト
ス

3
．
９

前
衛
の
ト
ス

1
，
３
，
９
，
１
２
，
３
０

3
５

中
衛
の
ト
ス

3
，
９
，
１
２
，
３
０
，
３
５

後
衛
の
ト
ス

3
，
９
，
１
２
，
３
０
，
３
５

ネット際からのトス

10
,1
4,
19

26
,3
1,
36

ネットから離れた所からのトス

背中向きのトス｜直角に位置してトス 二段トス 5
,
1
0
.
1
1

l
4
1
a
1
6
，

1
8
1
9
,
2
1

2
2
b
2
4
2
5
,

2
q
2
7
b
2
8
，

31
.3
2,
33
,

3
4
3
6
3
7

転
倒
し
て
の
ト
ス

9
，
３
０

も
ぐ
り
込
ん
で
の

ト
ス 2
０

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ﾄ
ス

2
，
５
，
１
２
，
３
５

ジ
ャ
ン
プ
ト
ス

2
，
５
，
１
１
，
１
２
．
１
４

1
5
,
2
0
,
2
2
,
2
3
,
2
7

2
8
,
2
9
,
3
1
,
3
2
,
３
３

3
４

ｐ ９ Ｐ

片
手
ト
ス

1
0
,
1
1
,
1
9
.
2
1
,
2
2

2
7
,
3
3
,
3
4

組
手
ト
ス

1
9
,
2
7

ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾄ
ｽ

2
，
４
，
７

■
8
，
１
０

2
2
,
2
3
,
2
9
,
3
2
,
3
4

サ
ン
ド
ハ
ン
ド
ト
ス

2
，
４

オ
ー
ペ
ー
ハ
ン
ド
ト
ス

4
，
８
，
１
０
，
１
７
，
１
９

2
7
,
2
8
,
2
9
,
3
2

， ,

フ
オ
ワ
ー
ド
ト
ス

(
正
面
）

2
4
,
3
1
,
3
5

サ
イ
ド
ト
ス
(
0
1
坊
）

1
7
,
3
5

バ
ッ
ク
ト
ス
(
後
方
）

2
，
５
，
７
，
１
０
，
１
１

1
4
,
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浜元：バレーボールのパス・トスの名称に関する文献的研究

表７文献で使用されたトスの複合名称
(数字は表１での整理Nuを示す）
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整理Nｕ

1

複合名称

フォワード（スタンディング ［
真上

左右]・ジャンプ［
真上

左右 ］ ） 中衛・後衛（直接・間接）

３ ジャンプ （
真上

左右（身体の向き，ネット背）

４ スタンディング（直上・流し ［
トス方向へ身体向
ネットを背
バック

ジャンプ(直上・流し・片手・ダイレフト．
バック）

５ オーバーハンド（ジャンプ・ジャンプのない）

６ ネットに直角に位置（スタンデング流しトス）

７ ネットを背にして（真上・流し・ジャンプ） ネットに直角に（流し）

８ オーバーハンド（ネットに直角 ［
バック

ジャンプ］ ネットを背に [勤；]） アンダーハンド・フ
オワード

９ 前衛（スタンディング ［
真上

流し ［
ネット直角

ネット背 ］
ジャンプ

真上
流し ［

トス方向身体向
ネット背

バック［
ジャンプ

｡

スタンディン

、

ｸiノ

1０ アンダーハンド（組手・片手） ジャンプ（フォワード・バック）

1１ ジャンプ・バック

1６
ジャンプ

スタンデング ］ (オーバーハンド・アンダーハンド）

1７ 組手・アンダー

1８ ネット際｢正面
一ジャ

(バック・速攻）

ンプ・シングルハンド

1９ ネット際ジャンプ，ネット際・ジャンプ・シングルハンド

2６ ネット際（ジャンプ・平行・クイック・バック・シングルハンド）

2７ ジャンプ・バック

2８
アンダーハンド・二段，オーバーハンド（直上・オープン・二段・速攻）

直上・オープン）

ジャンプ（速攻．

3０ オープン（バック・平行） バック（クイック・平行） ミドル・バック
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ニ
ワ
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ク
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る
パ
ス
お
よ
び
中
衛
の
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人
制
バ
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ー
ボ
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・
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横
転
パ
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1
回
目
に
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わ

ア
ン
ダ
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ハ
ン
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
平
行
パ
ス
シ
ョ
ー
ト
パ
ス

れ
ろ
パ
ス

前
衛
の
パ
ス

片
手
パ
ス

ド
パ
ス

ノ
ゼ
ス

2
回
目
に
使
わ

背
転
パ
ス

れ
る
パ
ス

も
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り
込
み
の

中
衛
の
パ
ス
パ
ス
サ
イ
ド
ハ
ン
ド
サ
イ
ド
パ
ス

直
接
型
パ
ス

3
回
目
に
使
わ
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

れ
ろ
パ
ス

グ
パ
ス

4
回
目
に
便
わ

ノ
寺
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後
衛
の
パ
ス
フ
ラ
イ
ン
グ
パ
両
手
パ
ス

オ
ー
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ー
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ン
パ
ッ
ク
パ
ス

山
な
り
の
パ
ス
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グ
パ
ス

ス
ド
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ス

れ
ろ
パ
ス

ジ
ャ
ン
プ
パ
ス
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ク
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ン
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以上，パスとトスの「フレームワーク」につ

いて考察を進めてきたが，今後，荒木')や菅原
ら30)が主張する「技術構造の立場や観点」での
取り組みが必要である。

また，菅原ら30)のカテゴリー「補助動作Ｉ．
Ⅱ．Ⅲ」との関係も検討してみたい。

その結果，マイネノ｡')がいう「教授学的課題
をよりよく解決するように動作行動を特徴づけ

る指標」へ一歩一歩近づきたい。

尚，今回のフレームワークがゲームの診断に

役立つことが推測されるので今後の研究課題と

したい。

腰の移動軌跡である。

今回抽出した名称を包含させるためには，表

９のように触球の時期，トスした人の位置，ト

サーとネットの関係，足・腰と地面の関係，手・

腕の使い方，ポールに触れる高さ，ボールの飛

ぶ方向，ポールの飛ぶ軌跡，スパイクされるまで

の所要時間・タイミングの９視点を設けることが

必要と考える。

尚，今回のフレームワークをゲーム分析に活

用することによってチームのレベル診断に役立

つことが推測されるので今後の課題としたい。

注

注１）日本体育学会学術用語標準化特別委員会，

体育学関係学術用語・専門用語選定案，1985年７

月26日

注2）日本体育学会体育方法専門分科会，日本体

育学会第36回大会資料ポールゲーム研究会設立

の経過，1985年10月８～10日，（岐阜大学）

要約

本研究の目的は，バレーボールにおけるパス

およびトスに関する文献研究により，パスとト

スのフレームワークを作成し，パスとトスにつ

いて共通理解を得ることであった。

限られた文献の範囲内（37冊）での研究であ

ったが，研究の結果は次のとおりである。
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